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轡騨綱鰍繍
グローバルな統計システムを構築する

際の最良の実践の役割

鰯報告の繩
Ｌ「何｣:基準/最良の方法/最良の実践

2．「どのように｣:収集/管理/配布
(第３セッション:現時点での最良の方法,最低基準最

良の実践についての収集･管理･普及）
3．「なぜ｣:透明性鬮整/能力の構築

4．「最良の実践｣の普及についてのUNSDの3つ

の例
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鰯｢どのように｣:収集'醐甑
■収集

◆範囲:メタデーター複雑な過程の記述
◆時機:データ収集の時間一分離

・方法:調査票一評価任務．

■管理

◆組織および貯蔵することの困難(原文情
報）

◆更新を保つことの困難
■･配布

◆するか，しないか？（センシティブな国家
情報？）
◆方法:紙(静態)あるいはインターネット
（動態）

鰯何｣鑿最良の方法'最良①
■用語の明瞭性の驚くほどの欠如:｢基準｣，「規

臺薑鯨鯛馴露呈窪臘
■抽象的一具体的（｢基準｣－｢最良の実践｣）

■「基準｣＝標準/モデル

◆統計基準:法的機関が承認している
例:統計委員会一｢強制｣の問題

◆最低基準対最大基準

■「最良の実践｣＝適用された手続;価値判断
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騨濡朧僻に…
ロ貿易指数

「外国貿易指数の編集および普及におけ
る国の実践一専門報告書｣ＵＮ,New
York,2005,sＴ/ＥＳＡ/ＳＴＡＴ/ＳＥＲ.F/８６

･貧困統計

「貧困統計についてのハンドブック:概念，
方法,政策利用｣，ＵＮ,NewYork,近刊，
ＳＴ/ＥＳＡ/ＳＴＡＴ/ＳＥＲ・FD，，

http:〃umstats.un.org/unsd/method8/pover
ty/dcfnult・htm

■統計組織

「政府統計_優れた実践についてのウェブ

鱒『なぜ鵬透舳調整I能加鯉
問題:「最良の実践｣を普及させる主要な目的
は何か？

■透明性：メタデータの拡大

■能力の構築:知識の共有

■調整:前もって確立させた規範にむけての

実践の収敏(｢穏便な強制｣）

サイト」 httpWunstats・unorlz/unsd/EoodDrac／

defnultasp

５ ６

鰯溺指数の 鰯溺指数の
分野 回答率

１作られた指数系列１０ｏ
ｚ情報の出所 １００

３指数の計算方法１CO

４指数の限界,問題点，

他の方法論的観察７５

：衾壽昊針篭
７普及 ，，

８編集機関および問い合わせ
先情報 １００

■統計委員会による要請によって促進

■収集方法:調査票で追跡しながら
（1999-2002）

■回答:76カ国および1つの関税同盟

■８分野についての比較的単純かつ直
裁な設問

■回答者からの包括的な回答

゛饗iil萱i製悪{廻;標準的な
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鮮困統計の…
１．国の貧困率(データ）９５
．２．絶対的あるいは相対的貧困率９７

３．所得対支出 ９７

４．カロリー域のレベル６８

５．等しい尺度の使用９８

６．商品ﾊﾞｽｹｯﾄの費用見積もりに
使う貧困に特有のＣＰＩ６５

７．食慣習の地域的傾向の考慮６８
８．バスケット内の食品数６９

，回収期間の長さ９５

１０．消費データの収集に使われる
日記式調査方法？３５

騨緬統計の
貧困統計ハンドブックに関する作業の－
部(方法の目録）

収集方法:地域ワークショップ(2005年）
の期間中の追跡調査を伴なった,細電
子媒体の調査票

分析に使用した回答:65カ国

約50の詳細な質問を伴った比較的複雑
な調査票;また現実のデータを求める要
請もふくむ

回答者からの一様でない回答

１回限りの論文刊行（２００６年):主要な知
見についての要約表の提示(16ページ）

■

■

■
■

■
■

1０，

轡統計組織⑪
■政府統計の基本原則に対する追跡調査
活動の－部(情報の共有）

■収集方法:情報提供に対する当初の呼び
かけ(2000年）

■８６カ国についての選択された情報

口調査票なし,原資料の通知,１０の原則と
関係する分類にもとづくキーワードの指定

■分類に関する情報の利用可能性が非常
に不均等

■インターネットを基礎としたデータベース

（UNS､によってその場限りの更新）

鍵鶉組織②
諮問機関

回答率

4９

利用者の協議会

組織的な計画および運営

統計の発表

配布と販売

公表方針

メディアへの対処
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轡観察の鋤
■異なる状況によって促進される最良の実践
の3つの｢収集物｣(データノデータなし;方法‘
論的な発展の段階）

鰯議論のための鋪
■｢最良の実践｣の収集について他の例はあ
るか？

■この作業の費用便益分析を伴った経験

は何か？■加盟国の約30～40％の情報の利用可能性

■回答率や回答の質を高めるために決定的な
直接的なコミュニケーション

■「最良の実践｣の収集努力はどのような状

況下でもっとも有益か？

■労働集約的な作業;持続可能性の挑戦課題

■情報利用の限られた知識

ロ「最良の実践｣の収集が国々の｢収敏｣を
促すのに効果的な道具であるということ
に同意するか？
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